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屈原伝説二題
一務歸楽平里訪問記・ 魚 腹 伝 説 一
谷 口  満
両岸猿声啼不已 両岸の猿声時いて已まざるに
軽舟已過万重山 軽舟已に過ぐ万重の山
李白はこのように詠つたけれども, 今日の三峡では猿の声を間くこと
はほとんどできない。近年の乱伐による植生の激変によって, 猿が生息
できない状況が生じてしまっているのである。 今日ですらこのような状
況にあるとすれば, 三峡ダム完成後の三峡地区の生態系は, 往時の様相
をまったくとどめないものになってしまう のではなかろうか。いや, 姿
を消してしまうのは動植物ばかりではない。 人々が長年月にわたって築
き上げてきた生活景観もその大半が水中に沈み, 李白たちが見た沿岸城
市の情景はこの世から消滅してしまうのである。 水経注などが伝える三
峡風物を, とくに務歸楽平里のそれを可能なうちにこの目で確認してぉ
きたい, これが務歸訪問を思い立つた第一の理由であった。務歸へのルー
トはいくつかある。 もっともよく利用されるのは, 上流の重慶・万県も
しくは下流の宣昌から船で直接入るルート, ついでは陸路バスを利用す
る ル ー ト で あ り, これには宜昌から長江北側を迂回して入るルー ト と,宜
昌から長江南側を迂回して巴東に至りそこから船で務歸に下るルー ト が
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ある。 今回は, 巴東経由のルートを利用することにしたが, ただし巴東
へは思施からバスで入り, 恩施へは武漢から空路という方法をと った。
武漢一思施には毎日一便プロぺラ機が就航していて, 意外に容易に恩施
に入ることができるためでもあるが, これを機会にかつての魔君巴族の
故地である清江流域を訪れ, その風土を観察し出土文物を実見したいと
い う, かねてからの希望を実現しようと思つたのである。
*
清江はかつては実水ともよばれ, 部西の最西端利川あたりに発源して
東流し, 宣都付近で長江に流入する長江の一大支流である。 四川一湖北
を結ぶ水運河川として古くから活用され, 先案時代に限つていえば, む
しろ長江よりも大きな機能をはたしていたという (')。 この流域には本来
どのような民族が居住していたのか不明であるが, いつしか度君巴族と
よばれる巴族の一種の占領区となったらしい。 そのことを伝える史料と
して必ず引用されるのが, 後漢書・南蛮西南実列伝が伝える次の伝説で
あるo
巴郡・南郡地区の蛮族にはもともと五姓があった。巴氏'実氏'田
氏・相氏・鄭氏がそれである。 この五姓はすべて武落の組離山から
出ている。 その山には赤穴と黒穴があり, 巴氏の子は赤穴から生ま
れ, 他の四姓の子は黒穴から生まれたという。 彼らの間にはまだ君
主 と い う も の が な く, それぞれがシャーマンを媒介として神に仕え
ていた。 そこで, 五姓の子を石の穴の中に入れておいて外から剣を
投げ, 剣に当たった者を君主にしようと取り決めたところ, 巴氏の
子務相だけが剣に当たり, 人々は感嘆の声をあげた。次に五人の子
を土で作つた船にのせ, 浮かぶことができた者を君主にすることに
したが, 四姓の子は沈んでしまい, 務相だけが沈まなかった。 こ う
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して五姓の人々は務相を君主として載く ことになった。 これが魔君
である。 原君は土船に乗つて夷水に浮かび塩陽に至つた。 塩陽の付
近には塩水が流れている。その塩水の女 神 は 魔 君 に こ う い っ た 一
ここは土地は広く, 魚・塩の豊かな所です。 どうか私と一緒に末永
く こ こ で 暮 ら し ま し ょ う一と。 しかし魔君はこれに応じなかっ
た。女神は毎日夕暮れになると必ずやってきて宿をとっていたが,あ
る朝突然蟲に姿を変え, 無数の虫とともに飛び上がり, 太陽を覆い
隠して, 世界を真つ暗に してしまった。 このような状態が十数日も
続いて, 魔君はスキをついて最を射殺したところ, 天が開けてよう
やく明るくなった。 こうして魔君は実城に拠点を構えてそこで君主
と な り, 樊氏・田氏・相氏・鄭氏の人々は, 臣下として彼に仕えた。
原君の地位は代々世襲され,i集君が死ぬとその魂は白い虎となった。
巴氏の人々は虎を崇拝して, 虎に人の血を飲ませたが, ついには人
を機牲にして虎を記るようになったという (意訳)
ここに見える巴氏, いわゆる魔君巴族はいうまでもなく中国西南部に
広く分布していた巴族の一種である。 彼らがどこから移住してきていつ
ごろ清江流域に住みついたのか, 明確な記載はないが, 族祖ともいうべ
き魔君務相は戦国時代の人物であるというのが一般的な理解である。 清
江流域から出土する, 後述するような彼ら独有の青銅器の多くが戦国時
代のものであることからしても, 少なくともすでに戦国時代にはここに
支配権を確立していたにちがいない。 戦国時代には楚の圧迫を, 下つて
は棄・漢王朝の支配を受けっつも, かなり後世まで種族独自の文化的社
会的伝統を保持し続けたと考えられている。 また, 武落の鐘離山・塩陽
(塩水) ・夷城の位置についても, 諸説紛々 としていて定説というものが
ないが, いずれも上流の思施から下流の長陽に至る清江流域のどこかで
- 83 -
屈原伝説二題
あったこ とは確かである。 魔君巴族の支配は流域ほぼ全域に及んでいた
とみてよいであろう。 彼らは, その支配の正統性を示すものとして上の
ような先祖伝説をもち, 族内に代々伝えられ, 周辺諸族にも流布し, 幸
いにも後漢書に採録されることとなったのである。
今日, この地域では蔬菜・果実などが相当豐かに収種されるが, しか
し主食穀物を中心とする農業生産全体となると, 他地域に比ぺてやはり
零細であることは否めない。魔君巴族時代の農業事情も同様に零細で
あったと思われ, 彼らの経済的基盤に優勢な農業生産力を想定すること
はとうてい無理であろう。彼らの主要な経済的基盤は, 清江水運による
交易利益と, 塩・魚などの在地生産物の掌握にあったと見なければなら
ない。
さて, 魔君巴族の指標文物として必ずあげられるのが虎紐算于であ
る ( 2 )。舞于 と は,“六鼓四金”(周礼・地官 -鼓 人 ) の一つに数えられる青
銅製の鍾状打楽器であり, そ・の中で紐(舞1于を吊るすための“つまみ”)が
虎の形をしているものを虎紐算:于と通称する。 新中国成立以降の考古工
作進展の中で数十件の発見を見ているが, 現在までの出土地点を見るか
ぎ り, 利川・恩施・建始・五峰・長陽・枝城といった清江流域, 石門'
慈利・大庸・吉首・渡溪・靖県といった湘西北部の過水・i元水流域, お
ょび巴東・務歸といった三峡地区に集中している。 他地域からの出土は
ごくわずかにすぎず, それもこの出土集中地区の周辺からのものがほと
んどである一たとえば三峡に近い川東の清陵・万県一。しかも出土
器の年代は大半が戦国時代に比定されている。 この一帯における虎伝説
といえば, 文献伝承によるかぎり魔君巴族のそれしかなく, こ の よ う な
出土状況を前にして, これを彼らの虎崇拝に結び付ける意見が提出され
てくるのは当然であろう。魔君の魂魄は白虎となり, 彼らは人を犠牲に
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供するほどに虎を崇拝した, という所伝だけでも って厳密な意味での虎
トーテミズムが存在したと断言するわけにはいかないけれども, 少なく
と も, 虎崇拝が族員を糾合する族的紐帯の一つ として機能していたこと
は確かであろう。 このような動物崇拝が具体的な器物に表象されること
はよく見られる現象であって, 魔君巴族の場合, それが虎紐という形を
とったと考えて何ら不自然ではない。
このことは今一つの出土文物, 虎紋青銅兵器によっても証拠づけられ
る と い う。大三角形戈・ 柳葉式剣など, いわゆる巴蜀式青銅兵器はその
形状自体がきわめて特異で, 一見して他文化圈青鋼兵器との弁別が可能
なのであるが, そこに施された紋様もまた特異であって, 虎紋はその特
異な紋様の代表であるといってよい。今のところこれら虎紋青銅兵器の
出土は四川省各地が中心であるものの, 虎紐算于出土集中地区からも少
数ながら発見されてぉり, したがってそれは虎紐第于同様やはり魔君巴
族の虎崇拝に由来するものであると考えられている。 その多くは轉于紐
部の虎形にきわめてよく似た, 四肢を踏ん張り大きな口をあけて咆哮す
る虎図様であり, この点をあげるだけでも両者が同じ種族の同じ虎崇拝
の表象であろうことが, ごく自然に推測されるであろう。つまり, 虎紋
青銅兵器は, 巴蜀地区の広い範囲から出土しているという意味では確か
に巴蜀文化の指標といってよいのであるが, しかし, 本来的には巴族文
化の, より限定的には魔君巴族文化の指標であると考えられているので
ある。 この虎紋青銅兵器と魔君巴族の関係は, 様々な論点でもって傍証
づけられており, なかでも, 三角戈や柳葉式剣の“血清”が虎の口につな
げられている例をとりあげて, 虎に人血を飲ませるという所伝に対応さ
せた点, “格”の無い柳葉式剣の使用法を“郷剣”(投剣)と想定して, 石
穴中に剣を投げて務相にだけ当たったという所伝に対応させつつ, 魔君
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巴族は郷剣に長じた種族であり, したがって柳葉式剣はそもそも彼ら独
自の武器であったと見なした点, こ う いった論点は特に興味深いであろ
うo
虎紐第于と虎紋青銅兵器の虎表象が魔君巴族の虎崇拝に由来するもの
であることをまずこのように認めるとして, では, 前者が清江流域とと
もに南の湘西北部及び北の三峡地区にも多見すること, 後者に至つては
清江流域よりもむしろより西方四川省各地に多見すること, この現象は
どのように理解したらよいのであろうか。 前者についていえば, 湘西北
部・三峡地区というのは清江流域の近隣なのであるから, おそらくは戦
国時代に清江流域魔君巴族の間で盛行したものが, 彼らの政治圈'文化
圏の同心円的拡大とともに周辺地域に拡散されたという解釈が一応可能
で あ ろ う。 しかし, だ か ら と いって魔君巴族の原住地・ 虎紐算于の原産
地が清江流域であったことになるわけではない。 清江流域よりも四川各
地のほうが出土数が多いという後者の状況によれば, 彼らの原住地は四
川のどこかであって, そこで虎紋青銅兵器が生まれ, のち清江流域への
進出・移住によって人も物もそこへ将来されたという解釈がむしろ自然
である。そして,前者の状況によって, 清江流域定住以降とくに虎紐第
于が盛行し, それが周辺地域に拡散されたという解釈をとればよいわけ
である。 魔君巴族の原住地については, 今日様々な意見が提出されてい
る が, 川央・川西・川北にこれを求める意見はきわめて少ない。 もしこ
こに原住地を求めてしまえば, 巴族ではなくむしろ蜀族の一種となって
しまうという歴史地理上の矛盾を恐れてのことであろう。 日下のところ
この問題についてのもっとも有力な意見は, 魔君巴族の原住地は川東一
三峡の長江沿岸であり,虎紐轉于も虎紋青銅兵器もそこが原産地であり,
その後次第に川央・川西・川北に西進し, 清江流域および湘西北部へ東
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進した, というものであると思われる。 むろんそれとても確たる証拠が
あっての意見では決してない。 確かな解釈が可能となるには, 今に数倍
する考古資料が必要であろう。 考古工作の進展を期待しっつ, 正解の出
現は将来をま っとして, ここでは現段階における参考資料を一つだけと
り あ げ て ぉ く こ と に し よ う。
それは, 熊伝新氏が紹介している湘西北大庸発見の虎紐算于であり ( 3 ),
現在までに出土・収集された虎紐第于のなかでも, もっとも珍奇なもの
と いってよい一器である。 一九八一年大庸興隆公社熊家崗大隊出土のこ
の虎紐第于は, 器形を見るかぎり他器とほぼ同一であって, そこに珍奇
さが見いだせるわけではない。 その珍奇たるゆえんは, 盤の部分に施さ
れた図案, それも虎紐を囲むように次の五つもの図案が施され, これに
虎紐そのものを虎図案として加えれば, 都合六つもの図案が施されてい
るその点にあるのである。
① 椎告の髪形をした人頭図(虎紐頭部の下側・図1)
② 鱗 を もっ魚形図(虎紐の側部・図2)
③ 二本の樹枝状のものを載せ, 一人の人物が相をこぐ船形図(虎紐
の側部・図3)
④ 鳥形図(虎紐後脚部の側・図4)
⑤ 手のひら形と心厳形からなるいわゆる手心紋 (虎紐後脚部の側・
図5)
これらのうち, 手心紋は巴蜀式青銅兵器に常見する紋様であり, 椎警人
頭図・ 魚形図・鳥形図も, 図柄は必ずしも一定ではないが, や は り い く
つかの例が確認されている。 また一器に二つ以上の図案が組み合わされ
て施されている場合もあり, 虎紋と手心紋の組み合わせを常見のものと
して, 椎告人頭図と手心紋の組み合わせ例などがある。 しかし, 三つ以
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上の図案の組み合わせはきわめて稀であり, 四つ ・五つの組み合わせ例
となるとほとんど見当たらない。 六つの組み合わせ例はこの一器が唯一
と いってよいであろう。
虎紐が座君巴族の表象であることを大前提とするとして, では他の五
つの図案はそれぞれいったい何を表象しているのであろうか。 なかには
これらを原始的な文字とみる意見もあるが, どうみても無理な意見で
あってこれを支持するものはほとんどいない。 常識的ではあるが, 虎紐
館于・虎紋青銅兵器と同じようにトーテム ・族徽の類, つまり動植物'
習俗などによってある種族ないしはある種族連合体を表象しているとみ
るのが, 無難な理解であろう。 まず椎警について, これを西南諸族の間
に流行していた椎状結髪の髪形とみることには異論がないようである
(史記・西南夷列伝では態結と記し, 漢書・同伝では椎結と記す)。 と こ
ろが同じ椎警式の髪形でもいくつかの種類があり, 一本の椎害式と二本
の椎管式がその代表例で, 前者は翻族系の後者は巴族系の髪形であると
い う。図lの髪形はどうみても一本の椎髻であるから, つまりこれは翻
系種族を表象していることになるのであろうか。 次に鱗をもつ魚形図に
っいて, その形は魚の単純な写実にはみえず, あるいは誇張・装飾され
た魚形つまり魚神であるのかも知れない。 とすればこれが漁携'の盛行に
よる魚神崇拝を表象しているとみてまず間違いないであろう。 た だ, ど
の種族の魚神崇拝を示しているかとなると, 残念ながら弁別する手だて
がない。 次の船形図も同様で, これが船舶使用の盛行による船崇拝を表
象していることは確かなのであろうが, ではいったいどの種族の船崇拝
か と な る と, やはり弁別不可能なのである。 これを1東君務相伝説の土船
に対応させて魔君巴族の船崇拝を想定したり, いわゆる船棺葬に対応さ
せて巴系種族もしくは蜀系種族の船崇拝を想定したりする意見もある
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図 3
図 5
図 2
図 4
図 6
( 1ltl1l伝新論文 ・ 聽瑛報告所i破の図を複写)
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が, いずれも確たる証拠があってのものではない。鳥形図についてはこ
れを曲ll (構) とみなす意見が一般的である。 西南諸地域に今も存在し
ている,構による漁持法を得意とする種族を想定してのことであろう。最
後の手心絞については, その表象する所が何かを推測する手だてがほと
んどない。 したがって提出されている意見のほとんどは推測以前のもの
といわざるをえないが, ただ, 従来一般に心厳形と言われてきた形を蛇
の頭とみる意見にだけは注意を払つてぉく必要があろう。 もしそうであ
る と す る な ら, この手心形は蛇崇拝をもつ種族の表象であるのかもしれ
ないo
五つの図案がある種族ないしはある種族連合体を表象しているといつ
て も, その種族を探索して特定することは容易なことではない。 こ こ に
あげたのも数ある意見のうちのご:く 部にすぎず, 一般的と思われるも
のをあげたはずであるが, しかしこれをもって定説とすることができる
わけではないのである。 蜀系種族を表象したものか巴系種族を表象した
ものか, というもっとも基本的な問題においてさえ意見は一定でないの
であって, たとえば, 一本の椎管を蜀系種族のそれ二本の椎告を巴系種
族のそれとみる見解自体も, 必ずしも全面的な支持を得ていないようで
あるo
と こ ろ で, この五図案を仔細に観察していると, そのう ちの三図案に
ついて, それぞれときわめてよく似た図案をもつ金器・青銅器が出土し
ているのに容易に気づくであろう。他でもない, 例の広漢三星堆通跡l・
2号坑出土のそれらである (''。 まず椎管人頭図であるが, 実は熊伝新氏は
これを“縦日長耳”と表現している。 そういわれれば, 菱形の日・縦長の
耳は確かにそうである。縦日長耳といえば三星堆の青銅人頭像・立人像
がすぐさま思い浮かぶのであり, 目の正視形などはとくによく似ている
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であろう。次に鳥形図と魚形図は, これは三星堆の金杖に刻まれた鳥と
魚そのものである。 金杖の図案は魚を捕る鳥, つまり蜀地方を支配した
魚先族(鵜飼一族)の表象と考えてまずまちがいないのであろうから, 虎
紐第于の鳥図案を必船(鵜) と見る意見にとっては, 強い傍証資料を得
た こ と に な ろ う。問題は船形図である。図 3 を よ く 見 る と, 船上の左端
には相らしきものを持つた人物が一人おり, その右隣に樹枝状の物が一
本立てられ, 右端にも形は異なるがやはり樹枝状の物が一本立てられて
いる。 この二本の樹枝状の図案は, 一九八六年資水下流桃江県大栗港郷
旋盤溪:騙村出土虎紐轉于の盤部船形図にも見えていて( S ), それによると,
右側の樹枝状の物はどうみても樹枝には見えない(図6)。 これは三叉の
頭を二つ持ち四股をふんばる怪人というぺきであろう一もっともこ
の怪人が神話伝説にいう何であるかは定かではないが一。 これに対し
て左側のそれは確かに樹枝ではあるが, 整えられた形からして単なる自
然木の写実でないことは容易に理解される。 すなわち, 三星堆の例の神
樹が必然的に想起されてくるのである。大庸出土虎紐第于・桃江出土虎
紐第于図案と, 三星堆出土金器・青銅器図案とのこのような恩いもかけ
ない一致はいったい何を意味しているのであろうか。 興味深々のうちに
関連文物のより大量の出土が切望される。
大府出土虎紐算于の盤部に刻まれた五図案は, 虎紐を中心に してその
周囲に配されている。 したがって, この図案全体は, 五図案に表象され
ている諸種族・諸種族連合体に対する魔君巴族の支配的・主 ;導的立場を
象徴しているとみるのが常識であろう。 それらの諸種族・諸種族連合体
の居住地及びその活動状況がもし明らかになれば, 魔君巴族の原住地と
各地への進出経路及びその政治的・文化的活動も自ずから明らかになる
はずである。 すなわち, 大府出土のこの一器は, 今後の魔君巴族研究に
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おいてその資料的価値をもっ と も よ  く発揮するこ とになる一器といわね
ばならない。 とくに取り上げて紹介したのも, この資料的価値を考えて
のことなのである。
*
清江流域は魔君巴族の原住地ではないけれども, しかし戦国時代にそ
の本拠地であったことは確かである。 と い う こ と は, この地域から出土
している戦国虎紐第于はいわば“本場”のそれということになる。そのい
く っかはもちろん思施自治州博物館に収蔵されているはずである。 はや
る思いを乗せたプロぺラ機は漢口王家域機場を離陸し, 40分足らずで早
くも部西山地の上にさしかかった。 いくえにも重なる山地の間を総うよ
うにして, にぶい黄緑色の河川が西から東に流れている。清江である。と
ころが, この山間地帯を陸路でいくのは相当困難であろうから, 清江の
水運が盛行したのも当然であろうと得心するまもなく, 厚い雲の中に
入つてしまった。濃霧のような要間を飛行することぉよそl0分, 搭乗機
は突然降下しはじめ, 豁然と開けた恩施盆地の北端に着陸したo 機場に
立つて周囲を見理すと,周囲は2,000 m ク ラ スの山々に ll環間無く囲まれ,
まさしく守るに易く攻めるに難い要害の地である。抗日戦争中湖北省の
臨時省都に選ばれたのも, この戦略上の優勢さを第一に考慮してのこと
で あ ろ う o
機場から市街へ向かって連絡バスで南下すると, ほどなくして右手に
清江の流れが見えてくる。 後漢書西南実列伝が伝える魔君清江航行の到
達地塩陽をこの思施に当てる意見もあるが,水量も少なく水深も浅く,渡
し船程度の小舟ならともかく, 相当程度の人員を乗せうる船の航行は無
理のように思えた。 あるいは, 往時は今よりも水量豊かで水深も深かっ
たのであろうか。連絡バスは舞陽大道を西南方向にl5分ほど走行し, 清
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江姉妹橋の束岸に立つ清江賓館前に到着した。舞陽大道と東風大道の交
差するこの一帯が恩施一の繁華街である。 思施自治州政府の前にある部
西賓館に旅装を解いて休息したのち, ともかく博物館に向かうこととし
た。 思施自治州博物館は清江と舞陽大道に挟まれて横たわる風凰山の東
麓, 市第一中学の裏手に位置している。 清江姉妹橋から舞陽大道を東北
方向へ引き返し, 徒歩で20分あまりの道のりである。場羽蝶の群舞する
坂道をゆっくりと登つていったが, どうしたことかそれらしき建物が見
えない。見えるのは建設中の二階建てビルだけである。宿舎らしき建物
に入つて訪ねてみると, 博物館の服務員が出てこられ, 館は新建中で収
蔵文物は倉庫に保管されてぉり,参観は不可能とのことであった一建
設中のビルがまさしくその新館である一。館長の鄧輝先生もぉ留守で
一鄧先生は巴文化研究者として著名である一,服務員の方は気の毒
が る が ど う し よ う も な い。 ビルの規模からして新館は質・量ともに相当
充実したものとなるにちがいないと期待しっつ, 再来を約して .願 山 を
後にした。
思施の旧市街思施老城は, 清江姉妹橋を渡つて清江の西岸開放路一帯
である。 西南部分に明清時代の城壁と城門が残されてぉり, 文昌廟も清
江を見下ろす老城内の最高地点に, その通構が残されている。 老城を三
時間あまり散策したあと, 清江に下りてその流れで手をすすぎ, 東南方
向を見上げると, 恩施のシンボル連珠塔が違望される。 清幽な流れと峻
美な山々,豐かな竹・木・蔬菜・果実そして魚肉, 座君巴族の人々 もか
つてこの景観をめで, ここでの生活を享受したわけである。 出土文物を
実見したいという希望はかなわなかったけれども, 恩施の風土を十分に
堪能し, 魔君巴族の往時を追体験できたように思う。 鄂西賓館への帰り
道, 姉妹橋からながめた夕暮れの清江はこの世のものとは思われない美
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しさであった。
*
清江が水運の大道であるといっても, その水路が直接四川や湖南に繁'
がっているわけではない。 清江を通上しても, いずれはどこかで船を下
り, 以降は陸路をとらねばならないのである。長江へ抜けて四川へはい
るとすれば, 恩施から万県もしくは奉節への陸路が通常のルートであっ
たにちがいない。今回とった恩施一巴東ルートもこの二ルートに準ずる
ものとして古来から利用されていたであろう。
早朝7時, 清江費館前のバスプールを出発したバスは, 定員25名の中
型マイクロバスである。 始発站からにすでに立ち席の乗客もいる。 しか
し, なにせ前日に切符を買つたのであるから誰よりも早く買つたにちが
いなく, 座席番号はl番, 運転手の後ろの最上席であった。おかげで, 混
雑とくに乗降時の混雑に巻き込まれないですんだのはまことに幸いで
あった。 バスは一路北上を続け, 電風鎖を過ぎるともう山また山の険し
い道である。 ただかなりの部分は簡易鋪装がなされてぉり, それほどの
疲労感もなく2時間あまりで建始県城に到着した。 ここからも虎紐第于
が出土している。建始でしばらく休態したのち, いよいよ標高のもっと
も高い山間にさしかかった。一転して舗装部分はごくわずかしかなく,砂
利道・泥道の連続である。そこを猛烈なスピードで走るのであるから, そ
の揺れは尋常ではない。 と に か く し っかりと手すりに相ま って, 身体を
支えっつ時おり外を見ると, それはもうハツとするような絶景の連続で
ある。なかには3,000 m以上の高峰もいくつかあるであろう, 荘峰'奇嶺
が無数に重なって, ある場合はそれを限下に眺め, ある場合はそれを雲
の彼方に望み, 息つく間もないほどである。考えてみれば, 三峡両岸の
峰々のその上を走つているのであるから, この絶景は当然であるといえ
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ば当然であるといえよう。 絶景は2時間も続いたであろうか, バスは緑
葱坡に到着し, ここでしばしの休態となった。 緑葱坡は宜昌へ向かう道
路との分岐点である。 ここ以降の道路は山間道路ではあるものの整備状
況がよく,揺れが少ないせいか,疲労も手伝つて深い眠りに落ちてしまっ
たのは致し方ないところであろう。 l 時 間 あ ま り も 眠 つ た で あ ろ う か,
“長江!”という誰かの声に日を覚ますと, 前方に大きなクレバスが見え
る。 そこからはまるで断崖を急降下するかのように して巴東市街に到着
した。 恩施清江賓館前を出発して巴東交通賓館前のバスターミナルまで
およそ6時間半の行程であった。
巴束の市街はいうまでもなく家屋が急坂にへばり っ くように並んでい
るが,交通賓館あたりの高台は長江に沈むことがないのをみこしてか,あ
ちこちで建設が始まっている。 これに対して, 沈むことが予想される碼
頭沿いの街路には建設中の建物は一つもない。 あるいはこれが巴東旧市
街の見納めになるかと, 左右に雑然と並ぶ店舗を覗きつつ碑頭へ と向
かった。 西頭は船をまつ乗客でごった返していたが, しかしその喧騒を
かき消してしまうほどの輝の声である。 猿声ならぬ輝声の歓迎を受けた
かとじっと聞き入つていたが, ほどなく船が上流から見えてきた。水中
翼船ジェ ツ ト フ ォ イ ル で あ る。一度も乗つた経験のない船種にまさか三
峡 で 乗 る こ と に な ろ う と は, と苦笑するいとまもあらばこそ, わずか45
分で香溪鎖碼頭に到着してしまった。 万重の山を見る間もほとんどない
ほどであった。
務歸県に属する香渓鎮は, 長江の北岸県城の東約8km,香溪河が長江
に流入する合流点に位置している。 碼頭の階段を上がると県城行きの ミ
ニバスが待機しており, 交通手段はこれのみである。左手に長江の流れ,
右手にみかん畑の連なる急斜面をみながら, このあたりがかつて楚都丹
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陽に比定された館魚山通跡であろうかと振り仰ぐうちに, 商 場 ' 旅 舍 が
軒を並べる市街地が見えてきた。 屈原旅游公司の大きな看板が掲げられ
た建物あたりからだらだら坂がはじまって, 500mほどいくと三叉路に
ぶつかり, このあたりが繁華街であるらしい。今日, 務歸県城は務歸と
は呼ばれず, “歸州” と呼ばれている。 西頭も長江航路のタイムテープル
では務歸港であるが, 当地の呼び名は歸州港である。 人民共和国建国当
初は城関鎮と呼ばれ, l98l年歸州と改称されたとのことであるが, かつ
て歸州州治が置かれたことに因んだものであることは言うまでもないo
務歸費館で登記を済ませ, 市街の散策に出てみた。 こちら側も対岸も平
坦地はほとんどなく, 集落は河岸から山の中腹にかけて, あるいは谷あ
いに散在している。 新石器から素漢に至る過跡や適物がいくつか発見さ
れているが, それらを残した人々 もそういつたところに居をかまえてい
たのであろう。夕間が迫つてくるにつれて, タ涼みのためか街路に出て
くる人が增え, 白熱灯も一つ一つと点きはじめる。街路の端にたたずん
で, 老いも若きも男も女もじっ と長江の流れをみつめ, そこを離れがた
い風情である。時が止まったように感じる時とは, このような場面にお
いて生じるのであろう。
*
翌8月7日は, いよいよ楽平里探訪の日である。楽平里の位置につい
ては, 香溪河流域にあることを知つているのみで, 詳細な経路は承知し
ていない。 賓館のフロントで聞いてみると, とにかく興山行きのバスに
乗 れ と い う。言われた通りに興山という札のかかったバスに乗り込み,戦i
歸旅行指南書に載せられた楽平里のモノクロ写真を運転手にみせたとこ
ろ, 彼は大きくうなずぃて座席にすわるよう会釈で合図してくれた。バ
スはまず香渓鎖に東下し, そこから香溪河の西岸を北上する。官荘坪, 塩
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官鎮と上つていくが, 香溪河はこの塩官鎮あたり までが, 航行可能なよ
うである。 し ば ら く 行 く と, 香溪河に全長l20mほどの吊り橋がかかっ
ているのが見えてくる。橋のたもとに小さな商店があり, そこがバスス
トップになっていて, 数人の人が下車した。 ここが務歸県'興山県県境
の郷鎮游家河である。 運転手に促されて下車してみると, 回りには数戸
の人家をのぞいて何もなく, やや不安を覚えたが, と も か く 一結に下車
した数人の後をついて吊り橋を渡つた。対岸に渡つて, 東岸を100mあ
まり北上したところに東から小河が流れこんできてぉり, その合流点の
小さな広場に先程の数人を含む20数人がすでに腰をぉろして休息して
いる。小河の両岸はまさしく奇岩・絶壁の連続で, してみればこれが楽
平里に通ずる“七里峡”であるにちがいない。鄭和昌 「屈原'務歸」 l6) を
開いてみると, 確かに “七里峡是楽平里的七里画廊。這里懸岩峭壁千仞,
幽谷深淵万丈” と記されている。 しかし, 奥へと通じている道路は, せい
ぜいリャカーが通れるほどの幅しかなく, しかも下には石塊が露出し,上
には岩錐が突き出ている悪路である。 楽平里へはこの通路を行くはずで
あるが, いった い どのような交通手段が可能だというのであろう。 はた
して楽平里に着くことができるのであろうか。 いいようのない不安がも
たげてきて, しきりに回りを見渡し,奥を指さしていく人かの人に “楽平
里”と間いかけてみるが, みな苦笑するだけで何の反応もないo 1時間あ
まりも経過したであろうか, 峡谷の奥から青い小型トラックが見えてき
た。慣れているのか, 20数人の待ち客はあっ と い う 間 に そ の ト ラ ッ ク に
飛び乗り, スペースはほとんどない状態である。 あわてて車体に手をか
け る と,7 , 8 歳 く ら いの男の子が手を引いて引き上げてくれたばかりか,
ゎざわざ彼の隣に スペースを作つてくれた。走り始めたその時から, 激
しい上下の揺れの連続である。 車がジャンプするたびに頭が岩頭にぶつ
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か り そ う に な り, 少年に話しかけようにもとてもその余裕はない。 歯を
グットくいしばり悪戦苦関することぉよそ35分, 突然天地が器然と開
け, l k m四方あまりの小盆地が見えてきた。盆地の中央を流れる小さな
清流, 自然の地勢により っつも人工によって整然と整えられた棚田状の
水田, 緑のひときわ映える茶畑とみかん畑, その水田と畑の中を交錯す
る何本かの小道, そして点在する家屋, 周囲は雲に似た森林と荘重で峻
奇な峰々。鄭和昌氏はここを“桃源郷” にたとえているが, その比喩は確
かにまちがいではないであろう。
現在の行政地名では, この盆地は務歸県屈原郷である。 楽平里という
地名は古く水経注に見えているが, この地名の指す範囲が今の屈原郷全
体をいうのか, 屈原田宅の存在したという香炉坪のみをいうのか明らか
ではない。 ただ, 盆地低地部の南端には楽平里と大書された牌坊がそび
えてぉり, また務歸案内書のすべては屈原郷全体に対して楽平里という
古称を用いている。 この通例になら って, ここでもこの郷鎖全体を楽平
里と呼ぶことにしよう。 なぉ郷鎖の中心である盆地低地部は今日落脚坪
と呼ばれている。
楽平里に入つてまず日につくのは, 盆地中央部の小丘陵の上に立つ屈
原廟である。丘陵の高さは70 m ほ ど で あ ろ う か, みかん畑と茶畑の連な
る坂を登ると,郭沫若の手になる“屈原願” という扁額の掛かる大門が見
え て く る。 大門の左右には獅子が一対控えていて異国の訪間者をじっ と
見据えているうえに, 門には鍵がおろされている。 郷鎮の役所にでも願
い出れば, あるいは大門内の見学が可能であるのかも知れないが, しか
し, この大門前に立つただけでも十分満足しなければならないと納得し
て, その行動は省略することに した。大門前の階段に腰掛けて鄭氏の著
書を開くと, この屈原廟について大約次のような解説が記されていた。
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大門を入ると, 一枚の屏風があり, 表には“路漫漫其修遠兮, 吾将上
下而求索”, 真には“既莫足与為美政兮, 吾将従彭成之所居” と い う
離騒の句が記されている。 そこの天井にはもともと離騒に見えてい
る27種類の花が植えられていた。屈原廓の管理人であった退職教師
黄清廉先生が丹精こめて裁培したものである。 その奥の正殿には高
さ4mの屈原塑像が安置されており,正殿内の左右の壁には屈原列
伝・屈原外伝・屈原廟史, 及び李白・杜甫・陸游・蘇軾などの屈原
を咏つた詩が書かれている.。
楽平里に最初に屈原廟が設立されたのはいつのこ とか明確な記載はな
いが, 清代にはどうも里内の二ケ所に屈原願が存在したらしい。 その後
両者ともに壊れ, 場所を変えての廃置を数度繰り返し, 今大門前に立つ
ているこの屈原廟がこの場所に新建落成したのは1984年のことである。
したがって, 現存する屈原廊はこのーケ所だけであるが, 里内の各地に
はかつての屈原廟の通跡がいく っか残存しているのにちがいない。
書を閉じて立ち上がると, 楽平里が一望される。 限下を流れる例の清
流は屈坪河であり背面北側の館峰は降鐘山である。 屈原願を訪れるもの
は誰もなく, 里内にも人影は見えず, 蝉の声を除いては何の音も聞こえ
ない。岩ならぬ山にしみ入る蝉の声よろしく, 人もまたこの自然の造化
の中にとけ込んでしま ったのであろうか。5分ほどもたたずんでいたで
あ ろ う か, 人の気配にふと我に返ると, 廟の裏手で洗濯物を干している
人がいる。裏手は屈原中学の校舎であるから, おそらくそこの先生であ
ろ う。来意を告げて香炉坪の方向をたずねると, 東南の谷あいを指さし
て, 西側の尾根を登るよう教えてくれた。
香炉坪はいうまでもなく屈原の田宅があったと伝えられる所である。
盆地の真ん中あたりから, 屈坪河の小さい支流を流れにそって300 m ほ
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ど通り, 丸木橋を渡つて尾根伝いに山道を登る。下からながめた際に想
像したよりもはるかにきつい勾配である。l0分も行かないうちに足と腰
が痛みだし,たまらず立ち止まって一息いれると汗が吹き出してくる。費
館のテレビ天気予報では武漢の最高気温を38°C と予想していた。ここ楽
平里の今の気温も40°C近いであろう。探訪の時節を誤つたかと後悔して
みても, それこそ後悔先に立たず, 気を取り直して一歩一歩登るしかな
いのである。'ai.にも劣る歩みを300歩ほど続けると, 尾根が二手に分か
れる小さな平坦地に出くわした。 したたる汗を拭き つつ, 登りし方を振
り返ると, 北斜面の下のほうに屈原麻が小さく見えている。東斜面の底
には一条の溪谷が走つているが,これが簡鼓溪であることは疑いない。向
かって左手の尾根を行けば, まもなく香炉坪であろう。 その尾根を下つ
てきた老人にたずねると香炉坪は確かにこの先であるという。 なにかし
ら力が回復したように感じられ, 再び亀の歩みを開始した。 ところが行
けども行けども尾根と森林の連続で,香炉坪らしき所が見えてこない。香
炉坪というからには山間の平坦地であることはいうまでもなく, そこに
は水田も営まれているはずである。 ともかく前進するしかない, 無言の
歩みを続けていると, 大きな荷物を背負つた母と娘が足早に追い越して
いく。思わずその背中に“香炉坪!”と呼びかけると, ふ らっいた足取り
を気づかうように “ もうすぐ”という答えが返つてきた。それから10分
あ ま り, 体力も気力も限界に近づき, 長時間の休息を取るぺきかどうか
思案しはじめたころ, 尾根の左手に数枚の水田が見えてきた。
大き く深呼吸して鄭氏の著書を開いてみる。
秀麗な香炉坪が眼前に開けてくる。棚田は層層として, 緑樹は雲の
ょ う で あ る。半月形の“月刃”のもとに白い壁青い瓦の民家が二練並
び, その間は平坦で広く, 方円およそ100 m といったところであろ
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う か。«剤州記»は屈原故宅を方七頃といっているが, 現場に立つて
み る と, 一つの古い荘園の風貌が今なぉ1llfi額lとして浮かんでくるよ
う だo
確かに;二練の家屋が存在し, 西から東にゆるやかに傾く半月形の平坦地
といい, 方円l00m方七頃の広さといい, まぎれもなくここは香炉坪で
ある。二練のう ちの一方から60才前後の男性が出てきたのを幸いに, 走
り寄つてたずねてみた。指図のままに後をついていくと, 一枚の水田の
畦に立ち止まり, 指さす方を見ると高さ70 cmほどの石碑が立つてい
る。 “玉米田” と刻まれている。 務歸・屈原案内書の写真にしばしば掲載
されているあの石碑である。屈原の涙が落ちたところに玉のような美米
が産出されたという,ゆかしい伝説にちなんだその玉米田なのである。哇
を引き返した彼は, も う一方の家屋に入り込み荷子を用意してきて, そ
こにすわるようしきりに勧めてくれる。断つてはかえって失礼であるし,
何 と いっても疲労困想の身を休めたいとの気持ちには抗しがたく, 好意
に 甘 え る こ と に した。中に入つてみるとひんやりと涼しく, 外の炎天が
まるでうそのような,パラダイスといっても過言ではない気分である。何
度も何度もぉ礼をいっていると, この家の主婦とおぼしき女性が帰宅し
て き た。二人を前に して, 日本では屈原の詩成がいかに多くの人にいか
に広く愛唱されているか, この香炉坪を訪間することができていかに感
激しているか, とカタコ トの中国語で語りかけてみる。通じたのであろ
う か, 彼は煙草を取り出してくゆらし始め, 彼女は節に火を起こしなが
ら, 次の言葉を催促するようにじっと耳を傾けている。 とぼしい語集と
あやしい発音をつなぎ合わせて, ここ数日来の行程と体験をなんとか説
明することができた。この10分あまりのひとときは一生忘れることがで
きない思い出となるであろう。 そのうち彼女は鍋をかけて湯を沸かし始
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めた。 お茶を提供しようとしてのことであろう。 これ以上好意に甘える
わけにはいかないし, 帰路の時間も考えねばならず, 丁重_に辞退し, 表
へ出てみる。香炉坪をいつくしむように一瞥して辞意を告げ, 記念にと
二人に署名を求めてみた。 彼女は笑うだけで応じてくれなかったけれど
も, 彼は達筆で次のように認めてくれた。
務歸県屈原郷香炉坪 姓名:譚文敏
譚さんが指さす紹;鼓溪の向こう側には, 屈原伝説に因んだ勝跡の中で
もとくに名高い読書洞と照面井があるはずであるが, 谷へおりてまた登
るにはかなりの労力と時間を要すると思われる。旅行指南書のモノクロ
写真を見てそれで我慢し,玉米田の石碑の立つ畦を今一度踏みしめて,帰
路を急ぐことにした。 香炉坪という地名は, 半月状の平坦地を挟んで両
側に凸形の山塊のある地形がl国l'香炉に似ていることによるという。振り
返ると, その種香炉の真ん中に譚さんが手を振つて立つている。深く 一
礼して尾根を下り始めると香炉坪はすぐに見えなくなってしまった。響
鼓溪の水を掬つて顔と手を清め, 彼女からお茶代わりにといただいたリ
ンゴをかじってみる。 身体全体が栄養の補給を欲していたためか, 香炉
坪を訪れえたという満足感が身体に充実していたためか, 少し酸味のき
ついリンゴがことのほか美味しかった。
落脚坪ただ一軒の商店の前が小さな広場になっていて, そこが例の青
色小型トラックの出発站である。 トラックの姿は見えず, 出発までには
相当時間がありそうだと畑の端に腰をかけ, 楽平里の景観を日にいれて
いたが, いつしか身体を横たえ軽い眠りに入つてしまった。 人声に目を
覚ますと, トラックが到着している。利用客はわずか4人で, 幸いにも
連転席に招き入れられた。それでも揺れはそうとうき ついが, 午前に味
わった荷台でのあの激しさに比ぺればものの数ではない。 左手に楽平里
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牌坊を見つつ, トラックは七里峡へと入つていく。 運転席の窓から頭を
かしげてあらためて上を見やると, 確かに奇岩・絶峰が倒れこむように
迫つてぉり, 鄭氏の表現の決して誇張でないことがわかる。 鄭氏はこの
通道を七里峡の腰にまとわり っ く銀のリボンにたとえているが, それは
現世とこの世のものならぬ桃源郷=楽平里をっなぐただ一つの道なので
ある。
游家河から歸州へのバスには, 興山観光からの帰途かと思われる男女
数人が乗り合わせていた。 興山はかの王昭君の故郷であ.るから, 彼女に
ま っわる名所・旧跡が多いのであろう。費館に到着して, 持参した 「中
華人民共和国地名調典・湖北省」 当該部分のコビーを取り出してみると,
落脚坪の人口は200, 香炉坪のそれは150となっている。落脚坪はともか
く,香炉坪にそれだけの人が住んでいるとはどういうことであろうか。香
炉坪への山道で数人の人に出会つたが, お そ ら く 譚 さ ん よ り も よ り 奥 地
に住む人たちであろう。 香炉坪という地名は本来譚さんの居住している
平坦地のみをさしているが, 香炉坪という行政区画はかなりの範囲に広
がっているのにちがいない。 その範囲にl50人の人口ということなので
あ ろ う o
務歸賓館レストランでの夕食はまことに楽しいものとなった。他に客
は誰もいなかったけれども, 楽平里訪問を記念してたった一人の祝宴を
催したのである。屈原商場で買い求めた“屈原小曲”の栓をあけ, い く ど
も杯を重ねたことであった。
*
8 月 8 日,正午の船で;tli歸を離れなければならない日である。県城歸州
には屈原伝説にま つわるものを含め数多い勝跡があるが, 午前の時間内
では屈原祠・屈原紀念館一ケ所の訪間がせいぜいのところであろう。歸
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州市街の東のはずれ, 長江を見下ろす高台向家坪に立つ紀念館へと登つ
て い く と, 屈原同という扁額のかかった大きな山門が見えてくる。歸州
では歴代何度か屈原祠が修建され, ごく最近まで清代修建の“楚左徒屈
大夫祠”が長江水際の“屈原沱”に残つてぉり, 1963年と 65年には補修
も行われたという。 ところが葛洲;晒ダムの完成によって水位が上昇した
ため, l976年に移転が決まりl982年に完成したのがこの向家坪の屈原
祠である。宋代建造“清烈公調”の相貌を復元したという山門をくぐる
と,身長3m92cm という青銅製屈原像がまず日にとび込んでくる。新建
屈原兩の完成にともなって舞造されたもので, 台基を合わせると通高6
m42cm,最新に して最大の屈原像である。その背後の二層建ての建物が
屈原紀念館であり, 一歩踏み入れると, 小さな石造の屈原像が安置され
ている。 明代嘉靖十六年製作と伝えられる現存最古のこの屈原像は, よ
く知られている屈原像や屈原図とはかなり趣を異にしたもので, 笑みを
含んだ日もと長く垂れた福耳など, むしろ仏像と呼ぶにふさわしい容貌
を呈している。 訪れるもの誰 し も が, この像を前に して一瞬のやすらぎ
を覚えるにちがいない。
二階の陳列室には県域出土の文物が陳列されていた。 日についたもの
をいく っかあげておこう。
柳林溪出土大渓文化陶支座・屈 家 嶺 文 化 ( ? ) 陶 鼎
柳林渓出土西周聯補高
柳林渓出土戦国陶豆
天豆堡出土戦国楚式壼
揚林三渡下馬台出土戦国(?)虎紐鋒于
館魚山出土前漢陶鼎・陶会方・陶盒・陶缶
ト荘河出土銅紡
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大慈寺出土三国銅釜 ・ 六朝青瓷盤ロ重
東門頭鳥亀包出土六朝青瓷盤口重・青瓷吐孟・青瓷無炉
柳林溪出土六朝青瓷四系盤口;重 .
紀念館宿舎出土六朝青瓷四系盤口重
郭家;騙黄家坡出土六朝青瓷天鶏重・青瓷虎子, 同柏樹坡出土六朝青瓷
虎子
この他, 数件の戈・矛・剣も日についたが, いずれも巴蜀式のそれであっ
た。 務歸出土文物のなかでもとりわけ有名と思われる, 香渓出土越王州
勾剣・1988年の盗難事件が記憶に新しい沙鎖渓鎖解出土戦国青銅敦な
どは陳列されていなかったが, おそらく他の研究機関に移されているの
であろう。 また, ト荘河出土の前漢虎形鋼帯釣も残念ながら見るをえな
かった。 三星堆出土の例の虎形金飾にきわめてよく似ているだけに実見
したいところであった が, 8時の開館と同時に入館してすでに 3時間が
経過してぉり, 断念して帰路を急ぐことに した。
外に出てみると真夏の強い日差しが日に痛いほどである。 紀念館の服
務員周異さんの話によると, 三峡ダムが完成すると新造屈原像の少し下
のところまで水没してしまうという。香溪河沿岸, そして七里溪はどの
程度水没してしまうのであろうか。楽平里は現貌を留めうるのであろう
か。いいようのない寂しさがこみ上げてきて, 屈原像を見上げると, 蝉
の啼き声に囲まれてすっくと整え立つている。 あらんかぎりの声を張り
上げる輝たちは, 務歸の運命を哀措して水没後も啼き続けるにちがいな
いo
12時10分,屈原3号は静かに帰州港を離れた。巴東まで2時間半あま
りの行程である。務歸楽平里が屈原の故郷であるということは, 今日ま
で何の疑いもなく歴史的事実として受けとめられてきたようである。 し
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かし, 近年の楚史楚文化・楚辞・屈原伝説研究の進展のなかで, その史
実性に疑いを抱き, 後世に作り出された伝説にすぎないという意見が提
出されている l7'。 戦国楚国は湖北・湖南・河南・安徽・江西・江蘇にまた
がる大領土国家であり, 屈氏はその楚国でも有数の名族であって, その
一族の居住地・所領は経済的・政治的に他に抜きんでて優勢な所に存在
したと考えねばならず, 三峡の長江沿岸部ですらないさらにその奥の辺
部の地で屈原が生まれたというのは,何としても奇妙である一この一
事だけをと ってみても,その史実でない可能性が確かに高いのである。た
だ, か り に も し, 史実性を否定して伝説にすぎないとする意見に従うと
すれば, ではなぜこのような伝説が生成されたのか, というその事情が
明らかにされねばならないであろう。 何やら務歸風物から大きな宿題を
与えられた気持ちになって船尾に出てみると, 左手に突き出た大きな崖
壁に歸州市街がちょうど隠れてしまうところであった。
魚腹伝説
屈原日, 吾聞之, 新沐者必弾冠, 新浴必振衣, 安能以身之察察, 受
物之波波者乎, 寧赴湘流, 葬於江魚之腹中, 安能以暗站之白, 而蒙
世俗之座埃乎 (楚辞・漁父, 史記・屈原買生列伝一湘流を史記は
常流に作る一)。
屈原はいった一私は間いている。髪を洗つたばかりのものは必ず
冠のほこりをはらってかむり, 身体を洗つたばかりのものは必ず着
物のほこりをはらって着るとか。 この清らかな身にどうして汚れた
ものを受けられよう。たとい湘水の流れに身を投げて, 江魚の腹中
に 葬 ら れ よ う と も, この潔白な身にどうして世俗のチリアクタを受
け ら れ よ う  (意訳)
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湘水への自沈に臨んで屈原が吐いたとされるこの言葉は, 楚辞の中で
ももっ とも難解な一句である。むろん, いったいどこが難解なのかとい
ぶかるむきもあろう。 確かに, ここに掲げた簡単な意訳だけでも句意は
十分に通じるのであり, 別に支障はないはずなのである。 それに, 世俗
の座埃に染まるをよしとせずして自殺する場合, 入水自殺というのは特
別な意味をもっているように思われる。 いうまでもなく水はそれ自体が
清く,川段ぎの例が示すように汚れを払う力をもっているからである。し
たがって, 水中は世俗の汚濁に対する屈原の清潔の象徴となりうるであ
ろ う。湘水への自沈にこのような意味を読み取りうるとすれば, 句意は
さらに明解になるのであり, 解釈不能な点はいよいよ見当たらなくなっ
てしまうのである。
しかし, そ う で あ る と す る な ら ば, 自沈のことのみを言えばそれでこ
と足りるはずであり,なぜ“葬於江魚之腹中” という奇妙な表現を付加す
る必要があろうか。難解さはここに存在する。死体が魚の餌になってし
まうというのは物理的な事実であるが, しかし, 文学作品としてもその
価値が高い漁父の一句に, そのような即物的な表現はそぐわないのでは
な か ろ う か。これを“たとい魚の餌食になろうとも”と, そのまま即物的
に解釈する楚辞訳解もあるが, それは誤りであろう。
“葬於江魚之腹中”という表現には, 何か特別な意味があるように思
う。 と い う の も, ここでは次のような語意を設定するためにこの表現が
取られているからである。
魚腹の中は, 汚濁に対する清潔な世界の象徴であり, いわば世俗に対
する聖なる世界である。
その聖なる世界は, “葬”という表現に示されるように, 死後の世界つ
まり“あの世”である。
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*
自沈後の屈原がどうなったかということについては様々な伝説があ
る。 そのほとんどは民間伝説として口承で受け継がれたらしく, 史書に
留められているものはごく少ない。 そ う いった民間伝説を採録した伝奇
集の類が数多く刊行されているが, それらはいずれも屈原の死体は故郷
戦,歸に帰郷したという伝説を載せている ( 8 )。 ただその死体は誰かによっ
て搬送されたのではなく魚によって搬送されたというのがモチーフであ
り, そのモチーフには大別して二つのケースがある。 一つは, 屈原を腹
に入れて長江を通上したというものであり, 一つは屈原を背に乗せて長
江を通上したというものである。前者が, 先の漁父の一句に対応してい
る こ と は い う ま で も な か ろ う。務歸到着後のことについては, 女要や麼
姑の話がからんでいく っかのバ リ ェーションが生じたようであるが, 衣
冠のみを残して天上界に飛翔してしまったというのが基本的なモチーフ
である。 illi歸に帰郷して天上界に飛翔してしまったというこのような伝
説がいつごろ成立したものか, もちろん明らかにはしがたいが, 少なく
とも漁父という作品の成立時期をそう離れることはないのではなかろう
か。漁父に “葬於江魚之腹中”という表現がすでにある以上, 腹中の屈原
のその後についての伝説が容易に生じたにちがいないからである
人が死後魚腹の中に回帰するという伝説をここでは魚腹伝説と呼ぶこ
とにするが, 魚腹伝説として有名なものに, 旧約聖書IV・ヨナ書に伝え
られる ョナの伝説がある。
予言者ヨナはェホバを選けるために船で逃亡した。 と こ ろ が, 海上
に出ると大嵐になった。誰かが悪いことをしたためにこうなったに
ち が い な い と い う こ と に な り, それが誰かを知るためにクジをひい
た。 す る と ョナがクジにあたった。 ヨナは自ら希望して, 海に投げ
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込まれてしまった。 エホバはョナが後悔していることを知り, 大魚
に彼を香み込ませてしまった。 魚腹の中でョナは三日三晩エホバに
析つた。 エホバは魚に ョナを吐き出させ, ヨナは無事陸地に着くこ
とができた(日本聖書協会・聖書:新共同訳1991年, 要約)
魚あるいは他の水中動物の腹中に人が呑み込まれてしまうという伝説
は, 世界各地に分布しており, 宗教学・神話学ではこのような伝説を ョ
ナ型伝説と総称している。 そして ョナ型伝説には, 次のような二つの宗
教学的・神話学的意味を考えることができるという ( 9 )。
l. 一種の太陽神話。太陽は西の海に呑み込まれてしまって, 夜の腹
の中を通つて東に行き, 翌朝また吐き出されてくる。ヨナ型伝説は,
このような太陽の運行或いは太陽の英雄の一生を表した一種の太陽
神話である。
2. initiation(加入儀礼)における魚腹回帰のシンボリズム。原始社
会における加入機礼において, 俊礼を受ける者が魚もしくは他の水
中動物の腹中に呑み込まれ, そこから吐き出されて新しぃ人間とし
て生まれ変わってくる, という儀式が存在する。 ヨナ型伝説はこの
魚腹回帰のシンポリズムを表した伝説である。
もちろん, この二つの意味は互いに無関係のものでは決してない。 むし
ろ同じ意味の二つの側面といったほうが適切であろう。 その同じ意味と
は, いうまでもなく“死と再生”である。英雄はそれだけで英雄たりうる
わけではない。死してこの世に再生してきてこそ英雄たりうるのである。
加入機礼も同様であり, 人はそのままで成人となりうるのではない。未
成人として一度死に, そしてこの世に再生してきてはじめて成人となる
のである。ヨナ型伝説が, こ の よ う な い わ ゆ る シ ャ ーマニズムの“死と再
生”の観念の中から生まれたものであることは, 宗教学・神話学にあって
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は常識的な理解であろ う ('°)o
ある人間がより高次の新たな人間存在に成るためには, まず現在の人
間としての存在を停止しなくてはならない。 つ まり死ななくてはならな
い。 そして, 新たな別次元の人間存在として再生するのである。再生し
た者がなぜ生前よりより高次の存在に成りうるかといえば, それは死し
て回帰した世界つま り  “あの世”が, 実界・館界としての暗黒世界である
と と も に, 人を超えた原理の支配する“聖世界”でもあり, そこに回帰し
てきた者に人の及ばざる聖なる力を付与するからであるo こ の よ う な
シャーマニズムの基本原理に基づく民俗・習俗は, 今昔'洋の東西を問
わず数多く見いだすことができるo
その場合, その回帰する聖世界がさまざまなものでもって象徴される
が, その一っが魚腹である。 魚の腹の中は死後回帰する聖世界と意識さ
れ, そこから再生してきたものこそがより高次の人間存在つまりシャー
マンであると認識されるのである。 屈原が魚腹iこ葬られ, 務歸に帰郷し
天上界へと飛翔していったという伝説が, 魚腹を聖世界の象徴とするこ
のシャーマニズム伝説を背景にもつことはまずまちがいないであろう。
魚腹は聖世界であるからこそ, 汚濁に対する清潔の象徴となりうるので
ある。 そして天上界もまた聖世界であり, そこへの飛翔はつまりシャー
マンとしての飛翔でなければならない。 シャーマンであるからこそ, 自
由に天上界に上りそこを駆けめぐることができるのであるo
*
魚の背に乗つて長江を通上したという伝説も, 聖世界への回帰が動物
の導きによって可能になるという, やはり一種のシャーマニズム伝説を
背景にも つものであろう。 ところでシャーマニズム民俗'習俗には, 人
が死後ある動物に姿を変えて聖世界へ回帰していくという伝説も存在す
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る。 蜀の開明氏の始祖随館にま つわる次の伝説は, そのよ うな観念のも
とに生まれた伝説の一つであると思われる。
来敏本蜀論日, 剤人電令死, 其尸随水上, 剤人求之不得, 令至波山
下復生(水経注・江水注)
この伝説は風俗通や翻王本紀にも伝えられているが, これによると, 'ai
望は一度死んだのち長江を通上し,蜀の波山に至つて再生したという。し
かし彼は人間の死体のままで長江を上つたのでは決してない。 と い う の
も, 華陽国志・序志がこれを次のように伝えているからである。
剤人電靈死, 尸化西上
化”とは“蛇乃化為魚”というように,生物が姿を変えることである。電
盤の死体は別の生物に姿を変えたのである。 随室という名の通り, 彼は
死んで路に姿を変え, 長江を泳ぎ上つたのであろう。そして, このよう
な“死と再生”の過程を経て,彼はシャーマンとして再生することができ
た。 そのような神聖な存在であったからこそ, 開明氏の始祖となり蜀王
の位につくことができたのである。なぉ, 江水注などは'配題を館令に作
る が, おそらく電靈が本来の名であろう。なぜなら, “館”とはシャーマ
ンを指す称調であって, それのほうがこの伝説の意味によりふさわしい
か ら で あ る。
電望の場合は略に姿を変えたわけであるが, 魚に姿を変えるという伝
説ももちろん存在する。離騒において屈原の違祖とされている顯項が,実
はこの伝説の持主に他ならない。
有偏枯魚, 名日魚婦, 観環死即復蘇, 風道北来, 天乃大水泉, 蛇乃
化為魚, 是為魚婦顯環死即復蘇(山海経・大荒西経)
この一文はおそらく山海経の中でももっとも解釈困難なものの一つで
あ ろ う が, しかしこれもシャーマニズム伝説の一つと前提すると, 解釈
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はそう難しくはないように思われる。まず,“死” とは何であろうか('')。 ト
辞・金文・説文では死をaに作つている。 この左側のAは歹 (ガツ), つ
まり骸骨・残骨である。 すなわち, 死とは骸骨になることに他ならないo
ある種の未開社会では, 死とは骸骨になることであるというこの観念が
今日においても通行しているという。と こ ろ が, 興味あることに “枯” と
いう字は説文では木に従うのではなく, 実は部に作られて歹に従つてい
る。とすれば, 枯も骸骨になることつまり死という意味なのであるo “偏
枯”の“偏”をどう解するかは大きな問題であるが, 半分'半身と解する
のが妥当なところであろう。半身が死んでいるということは, 完全に死
んでしまったのではないこと, つまりいつかは再生することを示してい
る。 したがって, 偏枯魚とは, 今一時的に死んではいるけれども, いず
れは再生する魚ということになろう。
次に“蘇”とは何であろうか。 金文では蘇をgに作つている例があるo
左下の図象が魚であることはちがいないとして, では右上のXは何であ
ろ う か。 ト辞にa と い う 字 が あ る が, これは基の周囲に残骨が散乱して
いる状態を表したもので, 其界を意味する英という字であるという。 と
すれば, x もやはり残骨であり, 蘇は骸骨になった魚一死魚をさすこ
とになる。 しかし, それは決して単なる死魚ではない。そうでなければ,
“死即復蘇” という再生の意味が生じようがないであろう。蘇とは死魚は
死魚でも, 一時的に死んで再生する魚, つまり偏枯魚そのものなのであ
るo
偏枯魚は要するに聖世界への回帰の象徴である。 死して偏枯魚の姿を
とっている間, 類項は聖世界に回帰しているのである。 このことは, 偏
枯魚が魚婦と呼ばれていることからも裏付けられようo なぜなら, この
聖世界は時として万物を生み出す母胎そのものでもあり, 魚が母(女性)
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を象徴する場合があるからである。
このように して, “類環は常時は蛇形の存在であるが, 死ぬと偏枯魚の
形をと って聖世界に回帰し, やがて再生してくる”という解釈を山海経
の一文に与えることができる。 この解釈は, 群巫の統率者とされる観買
にまつわる伝説の解釈としてまことにふさわしいであろう。不死とされ
る神話上の存在は, 山海経はもとより多くの奇書に数多く登場している
が, 彼らのほとんどが永遠に死なないという神仙的意味での不死伝説を
もっているのに対して, 観買だけが“死と再生”という不死伝説をも って
いるという事情も, 彼を大巫('2 ) であると考えてこそ始めて納得がいくの
であるo
*
屈原伝説の形成と伝承に, いわゆる巫祝が深く関わっていることはま
ちがいないように思う。 たとえ巫祝自身の直接の関わりがなかったとし
て も, 巫風= シャーマニズムに習熟した人々が関わっていたことは疑い
ない。 それは, 楚辞が巫歌の形式をと っていることからも容易に推測さ
れる。古来屈原の自作と信じられてきた離騒の冒頭部分も, この点, まっ
たく別の角度からの解釈が可能なのかも知れない。
帝高陽之苗商兮, 朕皇考日伯庸, 攝提貞于孟l取兮, 惟庚寅吾以降, 皇
覧接余初度兮, 肇錫余以嘉名, 名余日正則, 字余日護均。
屈原の生年月日はこの記事によって一般に實年實月實日とされ, それが
いったい西暦の何年何月何日を指すのか, さまざまな議論が戦わされて
きた。 しかし實年寅月實日が誕生日であるというのは, 偶然にしてはあ
まりに偶然すぎはしないであろうか。實年寅月ではないとする一部の意
見に従うに しても, 庚責の日は楚国にあって特別な嘉日とされ('3', 偶 然
にすぎるのではという疑問は消えない。この日は誕生日ではなく ,“成巫”
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の日と考えてはどうであろうか。ある年齢に達して成巫儀礼に参加し,-
定期間の儀礼を通過したのち巫祝として再生してくるその成巫の日は,
特別に定められた嘉日であったはずである。“降” とは巫祝の降下をいう
表現であるし, “館均”の“9'は巫祝の能力を備える者に対する称謂で
あ る こ と か ら し て も, この日が成巫の日である可能性は無視できないの
ではなかろうか。史記・楚世家は楚の神話的祖先重黎と呉回について, 次
のような伝説を載せている。
重黎爲帝響高辛居火正, 甚有功, 能光融天下, 帝響命日祝融, 共工
作乱, 帝響使重黎議之, 而不尽, 帝乃以庚實日議重黎, 而以其弟呉
回爲重黎後, 復居火正, 爲祝融。
庚實の日には成巫儀式が執り行われるとともに,巫祝による祖先伝説
の再演が執り行われたのであろう。 それは口伝によってあるいは一種の
演劇によって, 人々の前に披露されたにちがいない。 共工氏討伐に失敗
した重黎が帝響に議されたという伝説もこの日に再演され, それがいつ
しか議されたその日が庚實の日であるという伝承となって楚世家に採録
されたのではなかろうか。
解 の 何 も か も について, 巫風= シャーマニズムでもって解釈するの
は危険である。 それに楚辞は巫歌そのものではない。 楚辞の作者は巫祝
本来のェクスタシーからは一歩離れた,ある種の醒めた境地にあって,巫
歌の形式と内容をいわば利用して自己の心情を描きだしているのであ
る。 しかし, このことに注意しさえすれば, 危険を回選し っつ巫風=
シャーマニズムによる楚辞解釈が相当程度可能であると思う。
*
シャーマニズムにおける聖世界への回帰は, 天上界への飛翔と地下世
界への帰着という二つのテーマでもって示される。 楚辞にあっても, 上
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と下のこの二つのテーマがみられるのであり, たとえば九歌・ 河伯の次
の一句が後者の例であることはまちがいない。
魚鑽屋兮電堂, 紫貝開兮朱宮, 望何為兮水中, 乗白'電兮逐文魚。
魚鱗の屋根・電購の堂・紫貝の門・朱色の宮と歌われる建物は, 人が死
後回帰すべき聖世界の象徴であり, あるいは魚婦・魚腹そのものである
のかも知れない。すなわち, 地下世界への回帰は時として水中のあるも
のへの回帰という形をとるのである。漁父にいう“魚腹”がその“あるも
の”であることはまちがいないであろう。漁父の作者にと って,屈原がた
だ水中に入つたというだけでは十分ではない。 それのみでは再生が約束
されないのである。 魚腹に入つてこそ再生が, それもより高次の人間存
在としての再生が可能となるのである。世俗・汚濁を否定・克服すると
い う こ と は, その世俗・汚濁の中にいる自己を否定・克服することであ
り, それは死を以てするしかない。 しかし, ただの死を以てしては何の
意味もない。死して再生してこそ, つまり現実を超えるところにこそ, 真
の現実批判が可能となる。漁父の作者はおそらくその現実批判を, 魚腹
伝説に託して示そうとしたのではなかろうか。
漁父という詩賦は, 実は漁父の次の句でも って締めくくられている。
漁父莞爾而笑, 鼓枻而去歌日, 治浪之水清兮, 可以濯吾經, 治浪之
水濁兮, 可以濯吾足, 遂去不復與言。
漁父はニ ツ コ リ笑つてカイをたたき去り っつ歌う一:泊'浪の水が
造んでいる時は冠の投が洗えよう。 泊'浪の水が濁つている時はそれ
で足を洗えばよいではないか一 こう言つて, もう何も言わずに立
ち去つてしまった (意訳)
この世が清い時はそこに出て仕えればよいし, 濁つている時はそこで足
でも洗つて無視してしまえばよい, 世に清と濁のあるは常のならい, な
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らいに逆らわぬが良い身の処し方ではないか一確かにこれも濁世に
生きる者の, 一つの生きざまであろう。 と こ ろ が, 屈原はこれをも潔し
とせず自沈してしまった, と い う のが伝説の主旨である。 ただ, その場
合, 水中に入つてしまうだけでは不十分である。清流ならばよいが, も
し湖流ならば潔白の身がかえ って汚されてしまうからであり, そうなっ
ては, それこそ漁父に笑われてしまうであろう。水はそれ自身が汚れを
払う力をもった清い存在であるが, 濁流となってその力を失うことも予
想しなければならない。 しかし, 魚腹の中であれば, たとえ濁流の中を
泳ぐ魚であってもその潔白さは守られ, しかも再生して現実を克服する
ことができるはずである。この点からしても, “葬於江魚腹之中”という
一句がわざわざ挿入されている真意が了解されるであろう。
なぉ, 東方朔の作と伝えられる七諌・怨世にも入水自沈をほのめかす
次のような一句がある。
寧爲江海之泥塗兮, 安能久見此損l世。
たとい江海に沈んでそのドロとなろうとも, ど う し て いつまでもこ
の汚濁した世俗の中に住みつづけることができようか(意訳)
この詩賦の作者が漁父という作品をどれだけ意識していたかは明らかで
ないが, もし相当意識していたといても, “葬於江魚之腹中”という一句
の 意 味 を 読 み 取 る こ と に は 失 敗 し て い る よ う に 思 う。泥塗となってし
まっては, 汚濁から逃れることも,再生することも不可能となってしま
う か ら で あ る。 “爲江海之泥塗”という表現には, 自沈という物理的・即
物的な意味以上の意味は込められていないと見るぺきであろう。
*
ココア色の長江の流れをながめつつ, 楚辞・漁父の一句を思い出して
以上のような思いをめぐらすうちに巴東港が左手に見えはじめ, 屈原3
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号はゆっ く りと露頭に着岸した。 交通賓館よりさらに高台にある巴東費
館に投宿し, 外に出てみるとちょうど夕日が長江の山並みの向うへと沈
むところである。 太陽はこれから聖世界へ回帰するのかと一人合点する
まもなく, 夕間が急に押し寄せさわやかな風が吹き上がってきた。 猛暑
による疲労がすこしづっとけていくよう気分になり, 何やら元気が湧い
てきて, 三峡最後の夕的を楽しみながら, 務歸風物から与えられた例の
宿題を解いてみることにした。 ・
近年における三峡地区歴史 ・文化の研究は, 考古資料の增加によって
飛躍的に進展した('')。 その結果, 定説の位置を覆されてしまった見解も
いく っかある。 楚都丹陽=務歸説もその一つである。 西周時代の楚国の
都城丹陽については, 水経注・江水注に見える戦i歸県城東方長江北岸の
丹陽城に当てるのが通例の理解であった。 位置といい周八里二百八十歩
に相当する遭跡の範囲といいい, 当初は館魚山通跡こそがこれであると
断定され, 考古工作の注目の的となっていた。 ところが発掘・調査が進
むにつれて, 西周楚文化の適物はまったく発見されず, 発見されれるの
は川央・川束の適跡・過物と同系統のそればかりであることが明らかと
な り,一転してここの丹陽でないことが確認されてしまったのである。今
日では, そ も そ もilli節に丹陽が存在したという伝承自体が疑われるに
至つている。
総じていえば, 新石器時代から戦国時代に至る三峡地区文化は, 川央・
川束・鄂西清江流域に展開した巴系文化の一支と言つてよいようである。
鄂央・鄂束方面に展開した諸文化の要素はほとんど認められないのであ
る。も っ と も, 部央・鄂束文化の西進がまったくなかったかといえば, も
ちろんそうではないのであって, 屈原紀念館所蔵の柳林溪出土西周聯格
高 の よ う に, 西進の事実を示す遺物がいく っか発見されてぃる。 この聯
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格扁は西周̃春秋の鄂央・ 鄂東に盛行したもので, 当地当代文化の指標
と言われ, これが務歸から発見されていることは, つまり部央'部西文
化の三峡への進入を示しているに他ならない。 楚国展開の時代になると
さらに類例は增加するのであって, 屈原紀念館でも戦国楚式陶盡などの
例が見られたし, 典型的な例としては巴束西澳口戦国墓をあげることが
で き よ う ('S'。 そこでは鼎・重の対偶組合をもつ典型楚基と柳葉式剣をも
っ典型巴系墓が併在してぉり, 在地文化のなかへの楚文化の進入が如実
に示されているのである。 全体としてみれば巴系文化が優勢であったで
あ ろ う が, しかし楚文化の西進も無視できないのであって, それは楚国
の政治的領域の拡大とあいまって, より時代が下るほどより強く進行し
ていったにちがいない。 そして, ある時点に至つて務歸一帯に楚国が政
治的・経済的拠点を築いたであろうことも容易に想像される。こ こ に, た
とえば楚都丹陽が務歸に存在したという“伝説” が生成される契機が生
じたと言つてよいであろう。 楚都丹陽=務歸伝承は, その史実性を云々
す る よ り も, むしろ楚国三峡進出過程追跡の資料として活用すべきなの
かも知れない。
屈原は楽平里に生まれたという伝承も,それが史実ではなく “伝説”で
あ る と し て も, そこにはそういった伝説が生成される何らかの事情が存
在したはずである。楚国による務歸一帯の領有, ことに屈氏による領有
という事情が, この際まず浮かんでくるであろう。たとえば, 戦国時代
のある時点で楽平里が屈氏の封屋l.と な り, いつしかそこが屈氏発祥の地
であるとの伝説が加上的に形成され, そしてさらに屈原がそこで誕生し
たという伝説もが生成する, と いったプロセスが想定されるのである。
しかしながら, こういった想定には一つの大きな欠陥がある。それは,
楽平里があまりにも辺部である上に楚文化文物あるいはそれに準ずる文
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物がまったく発見されていない, という事実からくる欠陥である。 務歸
一帯の政治的・経済的要地といえば, 歸州・香溪・柳林溪・茅坪鎖など
長江沿岸の郷鎮がまずあげられる。 楚国が務歸一帯を掌握するというこ
とは, これら沿江の要地を掌握することに他ならないはずである。実際,
沿江のいくつかの地点から楚文化通物が発見されており, そこに楚国の
拠点が存在したことが推測されているのである。 楚国き っての名族屈氏
が封邑の類をもっとすれば, 当然そのような要地であったろう。 とすれ
ば, 屈原誕生地伝説はそういった沿江の郷鎖に生ずるはずではあるまい
か。 また沿江の地点でないにしても, 香溪河といった支流に沿う要地で
も こ う いった事情は生じえたであろう。たとえば,香渓鎮の北約6km 香
溪河西岸に位置する官荘坪通跡('°) は, およそ5,000 m2 という通跡範囲
といい西周晩期̃東周中期という存続期間といい, こ こ が一つの政治
的・経済的拠点であったことを示している。もし楚国の拠点の一つであっ
たならば, そこで屈原誕生地伝説が生じた可能性も皆無ではないのであ
る。 と こ ろ が, 楽平里は香渓河の沿岸から七里溪の難道を行つてようや
く到達する辺部の地であり,楚文化文物の通存もまったくみられない。こ
こが屈氏の封邑であったとはとうてい考えられないのである。
今一つの想定としては, 楚国滅亡後, 屈氏もしくは屈氏にゆかりの深
い人々が務歸に流入して落ち武者部落よろしく楽平里に居住し, そこに
屈原誕生地伝説が生じた, というものが考えられる。興味ある想定では
あるが, しかしそういった過民の落ち着き先は各地に存在したはずであ
り, なぜ楽平里にだけその伝説が生じたのかという疑問は依然として残
るo
結局この問題は, 屈原誕生の地としてなぜ楽平里が設定されなければ
な ら な かったか, という問題であり, それは楽平里がどのような性格の
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集落であったかという間題に帰着するであろう。楽平里は巫祝の故郷い
わば“巫里”であったにちがいない。女巫である麼姑が, 屈原を搬送して
きた魚が屈原沱に到着したのを姉女要に知らせるために, 鳥 と なって楽
平里の方向へ飛び去つたという伝説,少年の屈原が読書洞で機夫・猟戸・
蚕女・巫師・廟祝から歌語と神話を学習したという伝説, こういつた伝
説の背景には, 巫祝たちが共同的な生活を営みながら修行を続ける, 巫
里としての楽平里の姿がどうしても浮かび上がってくる。今回実見した
楽平里の現貌も, そ う いってみれば確かに巫里のそれである。七里渓を
抜けて豁然として現れた全景は, 何かしら神秘の雰囲気を漂わせていた
し, 荘重で奇妙な峰々は巫祝の上下する地天通であるといってよく, 奥
深い響鼓渓にある読書洞は, 成巫の過程で回帰する聖世界の象徴である
とさえいえるのである。 .
楚国にとって, 長江沿岸の政治的・経済的要地の掌握は務歸一帯領有
の大前提であったにちがいないが, 辺部の地であるとはいえ楽平里の掌
握も欠かせない前提であったと思われる。 そこに住む巫祝的職能者たち
がその職能そのものによって務歸社会の指導層を占めており, 彼らの支
持と協力を得ることが政治的・経済的支配の実効をもたらすことになっ
たはずだからである。 また彼ら自身も楚国の各地に活動の場を広げ, な
かには王族・世族に仕えてその能力を発揮し, 政治的活動に従事する者
すら出現したであろう。 楚国の楽平里掌握, 楽平里出身巫祝職能者の各
地・各層への進出というこの過程のなかで, 彼らが名族屈氏と何らかの
関係をもつに至つた可能性は十分に考えられねばならない。 その生成の
時期が楚国減亡前のことなのか後のことなのかはっきりしないけれど
も, ここに楽平里出身巫祝職能者たちを形成と伝承の担い手として一
あるいは巫祝そのものでないにしても関連の深い人々をその担い手とし
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て 一, 楽平里屈原誕生地伝説が生まれたのではなかろうか。 そしてま
た, この誕生地伝説以外の屈原伝説のいく っか も が, 彼らによって創造
さ れ, 後世に伝えられることになったのではなかろうか。楚辞が巫歌の
形式と内容を利用しているという事情も, こう考えればよりよく理解で
きるであろう。
屈原の故郷が楽平里であるという伝承を史実であると認めると, なぜ
名族の一員である彼がそのような辺部なところで生まれたのかという疑
問がわくであろうし, そうではなく後世に生じた伝説にすぎないと認め
て も, なぜ楽平里にそのような伝説が生じなければならなかったのかと
いう疑問がわく 。 ここにあげた解答は, 後者の立場からの宿題に対する
ものであるが, はたして及第点を勝ち取ることができるであろうか。
*
屈原はナゾの存在である。 つ き つめていくと彼についての確実な伝承
は何一つな く な っ て し ま う で あ ろ う。 屈原否定論が登場するのも当然な
わけである。 しかし, 今日にまで伝えられる数多くの屈原伝説が, 屈氏
や楚国, あるいは楚国滅亡後をも含む時代の長江中流域社会とまったく
無関係に生成されたと考えることもまたできない。それらの伝説は, 楚
史・ 楚文化の貴重な資料なのであり, それらを資料操作して, 戦国楚国
に生きた一人の人物の生きざまを描写し, あらためて彼を仮に屈原と名
付けてもよいわけである。
塩気のかなりき つい巴東名菜のせいか, ビールの量が度を越えてしま
い, このような大言壮語を一人呟くに至つてしまった。恥ずかしくなっ
て部屋に帰り, 窓を開けるとにぶいながらも星が無数に輝いている。三
峡は墨天が多いと聞いていたが,・ この分では明日も晴れであろう。 そ う
いえばここ数日来, 猛暑の連続ではあったけれども, 毎日晴天に恵まれ,
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交通・宿泊のトラプルも何一つなかった。 あるいは天界の屈原が風伯 '
雨師に命じて, この異国の旅行者の安全を見守らせてくれたのであろう
か。 思いおこすと落脚坪の畑で軽い眠りに落ちたあの時に, 夢に屈巫が
現れたような気がしないでもないe またまた恥ずかしげもなく下手な一
句を机上の旅行日記に書き つけ, 深い眠りに落ちたのであった。
鄂西訪古五天游, 楽里見巫一時夢
建
本稿で言及した語間題についての研究は無数にある。直接参照したもの
だけでもかなりの数にのぼるが, ここでは紙幅の都合上, 特に参照したも
のを必要最低限誌記するにとどめた。
( l )  呉郁芳 「先泰三峡航運質疑」 (「江漢考古」 1991-4 ) 参 照。
( 2 )  熊伝新「我国古代第于概論」 (「中国考古学会第二次年会論文集1980」1982
年文物出版社) ・同「湖南発現的古代算于綜述」 (「考古与文物」 1981-4)。
林奇・部1郎 「算于舞識](「江演考古」 l987-4)。黄道率 「慮君三題」 (「江
演考古」199l-l )。劉瑛「巴到兵器及其救飾符号」 (「文物責料裁刊」7)。王
仁湘 「巴蜀徴識研究」 (「中国考古学会第七次年会論文集l989」 l992年文
物出版社)
なぉ, 虎紐の“紐”は紐に作る場合と“al” に作る場合があるが, 本文中で
は紐に統一した。
( 3 )  熊伝新 「記湘西新発現的虎解于」 (「江漢考古」 1983-2)o
( 4 )  「四川文物」 (l989広漢三星堆過址研究専輯)。李紹明・林向'趙殿增主額
「三里雄与巴国文化」 (l993年巴對1!i社)。屈小強・李殿元・段識主la「三
星堆文化」 (1993年四川人民出版社)。徐朝認「識の古代王国一三里;唯
過1跡は何を物語るか」 (l993年NHK出版)。
( 5 )  興瑛 「戦国虎紐第于」 (「中国文物報」 1996年8月1l日号)
( 6 )  l988年湖北人民出版社“湖北旅游演組:”の一。今回の旅行に際していく っ
かの務歸薬内密を準的したが, 務解出身の鄭氏のこの書がもっとも役に
立つた。
( 7 )  こういった意見をはじめとする, 近年における楚辞・屈原研究の新動向に
ついては, 何念龍「新時期湖北屈学研究述評」 (「江漢論;城」l994-9)参照。
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( 8 )  寧発新整理 「屈原的伝説」 (1983年中国少年児童出版社)。
( 9 )  大林太良「神話と神話学」 (1975年大和書房70-84買) ・同「神話の話」「四,,
魚の神話とシンポリズム」 (l979年識談社)。
(10) ェ リアーデ「生と再生」 (堀一郎訳,197l年東大出版会) ・同 f シャーマニ
ズム」 (堀一郎訳, l974年冬樹社)。
(1l )  白川静 「換字の世界2」「第十二章. 生命の思想」 (1976年平凡社)。森安
太郎「縣属原始」 (「黄帝伝説一古代中国神話の研究一 」 l970年京都
女子大学人文学会)。
( l2 )  徐旭生 f中国古史的伝説時代」 「第二章5. 帝類環J(l985年文物出版社
贈訂本)
( l3) 商兵「屈原名字生辰民俗解」 (「江蘇師院学報」1979-3)。宋公文・張君「楚
国風俗志・年節組」 (l995年湖北教育出版社)。
( l4 )  長江流域規側排公室庫区規1nl設計處編 「葛洲場工程文物考古成果匯編」
(l990年武演大学出版社)。 「江漢考古」 (1994-4三峡考古専輯)。後者には
長江三峡考古資料日録索引”が付せられている。
( l5) 那西自治州博物館 「巴東西la口古基発掘簡況」 ( 誌 ( l 4 ) 「匯編」 所収) 。
(16) 湖北省博物館 「務歸官荘坪通址試堀簡報」 (「江漢考古」1984-3)。
<付記>
1995年8月5日から8月10日にかけて, 武漢一恩施一巴東一務歸
一巴東一恩施一武漢というルー ト で, 鄂西・三峡地区を周遊した。本稿
はその際の知見をまとめた旅行記に, 1998年秋開催の楚国歴史与文化国
際学術討論会に提出した“魚的象徴性”という小文の一部をあわせて作
成したものである。
本来ならば公表には値しない雑文なのであろうが, ダムに沈む運命に
ある三峡の風物を書き留め, 屈原伝説における務師地志の意味を指摘し
てぉくのも, 後世に対する義務の一つであると考え, ここに敢えて公表
す る こ と に した。偏枯魚・蘇の解釈をはじめ自分自身意に満たぬ点も多
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い が, もし検討に耐えうる点があるならば, 忌憚のない意見を頂鐵した
い と 思 う 。
あしかけ六日の鄂西・三峡旅行は気ままな一人旅で, それだけに不安
も大きかったが, しかし何の支障もなく快適に日程を消化することがで
きた。 それはひとえに, 行く先々で数多くの人から受けた有形'無形の
親切によるものである。 この場をかりて, それらのすべての人々に御礼
申し上げたい。(1996年12月24日)。
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